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威力不動尊東遺跡は、このたび、県営圃場整備事業古田地区の実施に伴い、記録保

存を前提に発掘調査 を茅野市教育委員会が行 ったものです。

古田地区の回場整備事業に伴 う発掘調査は平成 6年度より行われ、数多 くの成果が

ありました。

当遺跡は、平成 8。 9年度に発掘 を行いました師岡平遺跡の一部 と考 えられ、縄文

時代中期初頭の集落の師岡平遺跡より続 く部分 と、小規模な縄文時代前期末葉から中

期後半の集落址 と考えられます。集落址のほかに、縄文時代 と考えられる落 し穴 も検

出されてお り、平成 7年度に発掘調査 を行った久保御堂遺跡 と前述の師岡平遺跡の落

し穴 との関連性 も注 目される遺跡であ ります。

また、威力不動尊に引いたと考えられる近代の溝址 も検出され、上古田村の近代の

信仰 を知 る上で、貴重な資料であると考 えられます。

今回の発掘調査の成果が考古学、地方史研究に十分に活用され、また、今後の埋蔵

文化財保護のために役立つことを切望 します。

発掘調査にあた り、長野県教育委員会などの各関係機関、地元地権者の皆様の深い

ご理解 とご助力また、発掘調査に係わった多 くの皆様のご尽力により、調査 を滞 りな

く、 また、無事終了することができましたことに、心から御ネし申し上げます。

平成 10年 3月

茅野市教育委員会

教育長 両角 徹郎
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本書は、長野県諏訪地方事務所長小林俊規 と茅野市長矢崎和広との間で締結した「埋蔵文化財包蔵地発

掘調査委託契約書」に基づ き、茅野市教育委員会文化財課が実施した平成 9年度県営圃場整備事業古田

地区に伴 う、長野県茅野市豊平成力不動尊東遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

発掘調査は、長野県諏訪地方事務所土地改良課よりの委託金 と、文化財国庫補助並びに県費補助金 を得

て、茅野市教育委員会が平成 9年度に実施 した。調査の組織等の名簿は第 I章第 2節 4と して記載 して

ある。

発掘調査は平成 9年 6月 12日 から10月 6日 まで行い、出土品の整理及び報告書の作成は発掘終了後から

始め、平成10年 3月 まで茅野市教育委員会文化財課において行った。

発掘調査から本書作成までの作業分担は第 I章第 2節 3に記してある。また、執筆分担は、第H章第 2

節・第Ⅲ章を河西が執筆 し、それ以外を柳川が担当した。

調査区の基準点は国家座標基準点による。遺構全体図の数値は平面直角座標系第ⅥⅡ系による。また、遺

構図面上に表されている北は座標北を示す。

本報告に係わる出土品 。諸記録は茅野市教育委員会文化財課で収蔵・保管されている。
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第 I章 発掘調査の概要

第 1節 発掘調査に至るまでの経過

平成 8年 12月 18日  8教文第83-1号「平成 9年度文化財関係補助事業計画書」を提出し、2,000m2を 県営圃

場整備事業古田地区に伴い緊急発掘調査を行 うことになった◎

平成 9年 3月 12日  8諏地上第1520号「埋蔵文化財発掘の通知について (第 57条の 3第 1項 )」 が長野県諏

訪地方事務所長小林俊規より文化庁長官へ提出される。

平成 9年 3月 12日  8教文第1208号「威力不動尊東遺跡埋蔵文化財発掘調査の通知 (第98条の 2第 1項 )」

を茅野市教育委員会教育長両角徹郎より長野県教育委員会文化課長へ提出する。

平成 9年 4月 10日  9教文第 7-2-1号「農業基盤整捕事業に係る茅野市内の埋蔵文化財の保護について (通

知)」 で長野県教育委員会より通知され、事業費8,000,000円 (農政側負担7,040,000円 。文化財保護側負担

960,000円 )で発掘調査を行 うことになった。

平成 9年 4月 15日  「県営回場整備事業古田地区埋蔵文化財発掘調査業務委託契約書」により長野県地方事

務所長と発掘調査業務委託の契約を34,232,000円 (う ち威力不動尊東遺跡は7,040,000円)で締結。

平成 9年 5月 28日  9教文第21-4号「平成 9年度国宝重要文化財等保存整備費及び史跡等購入費補助金交付

の申請について」

平成 9年 7月 3日  9教文第 116号「国宝重要文化財等保存整備費補助金交付決定通知書 (通知)」 が長野

県教育委員会教育長から通知された。

平成 9年 7月 3日  9教文第31-4号「平成 9年度国宝重要文化財等保存整備費補助金交付申請書提出」

平成 9年 7月 14日  長野県教育委員会教育長指令 9教文第 212号「平成 9年度文化財保護事業補助事業の交

付決定について (通知 )」

平成 9年 7月 14日  9教文第 2号「平成 9年度文化財保護事業補助事業の交付決定について (通知)」

平成 9年 11月 25日  9教文86-2号「文化財保護事業計画変更承認申請書」を提出。

平成10年 2月 2日  9教文第 7-2-1号「農業基盤整備事業に係る茅野市内の埋蔵文化財の保護について (通

知)」 が長野県教育委員会教育長より通知され、事業費5,391,000円 (農政側負担4,744,000円 。文化財保護

側負担647,000円 )に変更することになった。

平成10年 2月 4日  9諏地土第 8-5号「埋蔵文化財発掘調査業務変更委託契約書」により、諏訪地方事務所

と変更契約を行 う。

第 2節 調査の方法と経過

1.調査区の設定

最初に表面採取を行い遺物の採取できる範囲によって遺跡範囲を設定 した。威力不動尊東遺跡は約9,800m2

である。その後、工事該当部分の表土除去を行った。この結果、本調査面積は980m2と なった。これは威力不

動尊東遺跡全体の1/10に あたる。

グリッドについては、調査範囲内に設定し、遺構の記録、遺物の取 り上げの基準とした。グリッドの基準

は、公共座標X=205。 125、 y=26684.730を 基準点とし、この基準点から一辺 4mのグリッドを設定した。
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ベンチマークは940.247mを 設定した。

2.発掘調査の経過

平成 7年 12月 に師岡平遺跡の範囲確認調査時にあわせて本遺跡の表面採取を行い、遺跡の範囲を定める。

平成 9年 6月 12日 より、圃場整備事業のアスファル ト除去作業と同時に表土剖ぎを重機により行 う。この

結果、住居址や落し穴などの遺構が検出され、遺跡は威力不動車のす ぐわきにまで広がっていることがわか

った。航空測量は8月 12日 に行った。発掘調査が終了したのは10月 6日 である。

3.調査日誌(抄 )

6月 12日  発掘該当区の道路のアスファル ト除去作業を行 う。

6月 13日  アスファル ト下の砂利の除去を行 う。砂利を除去するとす ぐ下から遺構が検出される。

6月 14日  砂利の除去作業。

6月 19日  遺構確認を始める。

6月 25日 長野県埋蔵文化財センター上田事務所調査課長の広瀬昭弘氏来跡。

7月 1日  土坑半我及び土層観察を行 う。

7月 4日  第 2号住居址の発掘を始める。

7月 7日  第 1号溝址の発掘を始める。

7月 16日  第 1号住居l■の発掘を始める。

7月 17日  雨天中止。

7月 18日  遺構の半我及び土層観察を行 う。

7月 22日 遺構の写真撮影を行 う。

7月 30日  第 3号住居址の発掘を始める。

8月 6日 長野口報社より第 1号溝址についての取材が来る。

8月 7日 遺構の半裁及び上層観察及び写真撮影を行 う。

8月 8日 遺構全体図をとる。

8月 ■日 空中写真測量の準備。

8月 12日 空中写真測量を行う。長野県埋蔵文化財センター調査部長小林秀夫氏・上田調査事務所調査部長

臼田武正氏・広瀬昭弘氏来跡。

8月 18日  1号溝址の石をはずし、図面をとり終える。

8月 20日 最終確認を行いひとまず現場を終える。

10月 6日 周辺調査を行い調査終了。

4.調査組織

調査 主体 者 両角徹郎 (教育長)

事  務  局 宮下安雄 (教育次長)

文 化 財 課 矢鳴秀― (課長) 鵜飼幸雄 (係長) 守矢昌文 小林深志 大谷勝己 小池岳史

功刀 司 百瀬一郎 小林健治 柳川央司 (調査担当・報告書作成) 大月二千代

河西克造 (長野県埋蔵文化財センター派遣職員 。調査担当・報告書作成)

調 査 補 助 貝 武居八千代 岡 和宣 牛山矩子

発掘調査・整理作業協力者

鵜飼澄雄 太田和美 太田富希子 大宮 文 小尾勝一 河西保明 河西泰人 北原きよゑ



小平 寛

藤森あさ子

吉田キヨコ

基 準 点 測 量 :株式会社

遺構測量委託 :株式会社

小平三行 小平義市 田中達朗 長田智子 永由照幸 林 靖之 原ちよ子

北條嘉久男 目黒恵子 守矢ハツシ 柳沢九五子 柳平年子 吉田勝太郎

両角測量

東京航業研究所

▲尖石考古館小中学生縄文教室

▲実測風景

錢

育

▲発掘風景

<発掘に携わった方々



第H章 遺跡の概観

第 1節 遺跡周辺の環境

威力不動尊東遺跡 (210)は茅野市豊平8308番地他に位置する。遺跡のある尾根状台地の南西側には上古田

区が、東側には大 日影区がある。上古田区は JR中央本線茅野駅から約4.5kmの ところに位置 している。

本遺跡は八ヶ岳の火山活動によってつ くられた山麓斜面が小河川の浸食によって創 り出された小規模な尾

根状台地に位置している。遺跡の周辺にはこのような手状にのびる小規模な尾根状台地が広がってお り、近

隣の師岡平遺跡 (78)。 上の平遺跡 (166)。 久保御堂遺跡 (313)も 同様な地形に立地 している。威力不動尊

東遺跡は、こうした尾根状台地の背中の部分に展開している小規模な集落であったと考えられる。

遺跡の南西側には小泉山が、東側には大泉山があ りこの二つの山に挟 まれた形で遺跡が立地 している。遺

跡の北東方向を見ると蓼科山が、南側には南アルプスが、西側には茅野市街地が鬼場の城山の張 り出しと小

泉山の間か ら見える。この張 り出しが鬼場城 (217)で ある。

周辺の遺跡は前述の通 りであるが、上の平遺跡は昭和22年 に農道改修作業に伴い、昭和62年には住宅建設

に伴い、また平成 6年には県営固場整備事業によって発掘された。上の平遺跡は縄文中期中葉の住居l■が 7

軒と落 し穴 1基、平安時代の住居址 2軒が検出されている。

久保御堂遺跡は平成 7年度に、師岡平遺跡は平成 8'9年 度に県営圃場整備事業によって発掘された。久

保御堂遺跡は、本遺跡の谷を挟んだす ぐ北側の尾根状台地上にある遺跡で、縄文時代の落 し穴17基・土坑14

基・平安時代の竪穴住居址 5軒が検出されている。落 し穴は久保御堂遺跡 と共通する部分が分く師岡平遺跡

の落し穴 とともに、広い範囲で狩猟が行われていたことがわかる。

師岡平遺跡は、現在整理作業中のため詳細を明らかにできないが、威力不動尊東・久保御堂遺跡に共通す

る落 し穴 と土坑が多数検出されてお り、落 し穴の中心的な遺跡であると考えられる。また、縄文前期末葉か

ら後期前半までの大集落が確認されてお り、威力不動尊東遺跡の中期後半の住居IIと の関連性が考えられる。

威力不動尊東遺跡の縄文前期末葉から中期初頭の集落の中心は師岡平遺跡からつながってお り、中心は師

岡平遺跡であると考えられる。近代の遺構 と推察できる第 1号溝 l■は師岡平遺跡の一本松の辺 りから出てい

るので、本来威力不動尊東遺跡は師岡平遺跡の一部 と考えられる。

第 1図 威力不動尊東遺跡位置図 (1/25,000)
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第 2節 遺跡の基本層序

1.土層の堆積状況

本遺跡は、師岡平遺跡の西側に隣接し台地の先端に位置する。この台地は、八ヶ岳起源の火山堆積物であ

る泥・砂 。礫 と上層部の新期ローム層等を基盤としており、この上部に有機物腐食物の堆積である黒色上が

堆積し、台地全体を形成している。この台地は、北八ヶ岳西麓の地形区分によると第Ⅳ段丘面 (低段丘面)

で、段丘は河床から数 mの比高があり、厚さ2m前後の礫層をのせている浸食段丘である。なお、西側から

入 り込む谷部を隔てて北方に立地する久保御堂遺跡は、第 I・ H段丘面に当たる(1ち

調査区は耕作による撹乱がいたる部分にわたっており、特に調査区中央の 2号住居址付近では地表面下約

70cmま で畑の耕作が及んでおり、検出面で耕作痕が確認された部分 もあった。 2号住居址は、覆土が10～ 15

cmの残存しかなく、覆土上部の耕作土から縄文土器片が確認された。また、58号土坑では覆土最上層の焼土

層が耕作により巻き上げられた状況が確認されている。一方、調査区東端の 1号住居l■付近ではローム層上

部に黒褐色上の残存が確認されている。したがって、調査区南東隅から中央付近の範囲でプライマリーな土

層堆積が確認された一方、中央部から西側にかけては耕作により遺構の上部がかなり削平を受けている状況

が見られる。

以下は、 1号住居址付近の上層堆積状況である。

I層 耕作土   全体的に締まりがなく、植物の根が入 り込む。況在の畑の耕作土。

H層 黒褐色±  l mm以下のローム粒が含有し、 I層 と比べて硬質な土。締まりをもつ。縄文時代の包

含層。

Ⅲ層 暗黄褐色± 2～ 3 mmの ローム粒が多量含有し、締まりをもち粘性を有する土。ローム漸移層。

2.土層の成因

I層は畑の耕作上である。 2号住居l■付近では大型農耕機械によりかなり深 くまで耕作が及んでいたこと

が認められている。

H層の黒褐色土は、師岡平遺跡 (7区)の西端で焼土址と縄文土器片が確認された縄文時代の包含層に相

当すると思われる。この層は、師岡平遺跡ではある程度の厚さをもつ黒色上を示している反面、本遺跡では

土層の堆積状況は安定的ではない。

Ш層の暗責褐色土は、H層堆積範囲で比較的残存状況が良好である。 しかし、調査区中央から西側にかけ

ては傾斜が著しく耕作土直下にハー ドロームの基盤が露出していた。
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第Ⅲ章 検出された遺構 と遺物

第 1節 縄文時代の遺構

1.竪穴住居址

縄文時代の住居l■は 3軒確認されてお り、中期初頭に帰属すると考えられる。 3軒 とも住居址の一部 また

は大半が調査区外へ広がってお り、さらに覆土に耕作等の撹乱が及んでお り、遺存状況は比較的悪い。

第 1号住居址 (第 4図 。図版 7'8)

検出状況 本址は調査区の東側、A17グ リッドで確認された。住居址は、師岡平遺跡 と接する本遺跡の東

端に位置し、 3号住居址 とは約 4mの間隔をもち隣接する。住居址は、その大半が北東側の調査区外にのび

てお り、南東側の一角が調査できたにす ぎない。住居址内の北側 と中央部には、94・ 95号土坑 と重複関係が

ある。なお、住居l■南端は水道管敷設のために破壊 されている。

遺構の構造 住居址の全容 を把握できなかったため、平面プランは不明な部分が多い。調査 した部分から、

形状は楕円形で南東～北西方向に長軸 をもつ住居址であったと推定される。壁の立ち上が りは、水道管で破

壊 された南側 を除き明瞭で、ほぼ直線状に立ち上がる。最 も遺存 している南西側で約27cmを 測る。床面では

8基のピットが確認されたが、主柱穴の配置を明確に把握することはできなかった。確認されたピットのな

かでヽ P3が 34cm、 P4が 42cmの深さがあ り、柱穴 と思われる。壁際では、河詈し (P5'P6)が検出され、これ

らのピットは P5と P6ヽ P7と P8が90～ 100cmの 間隔で対 をなしている。床は直接 ローム面 を使用 している。

床面は全体的に軟弱で小さな凹凸を呈 し、壁際から住居中央にかけて緩やかに傾斜する傾向がある。炉は、

調査区外に存在 していると推定される。覆土は 4層 に分層された。床面上には 2～ 5 mm大 のローム粒子を含

有する暗褐色土 (9層)が堆積する。この上面に北側に黒褐色土 (8層 )、 南側に暗～黒褐色土 (7層)が堆

積 し、中央部の浅い凹みに黒褐色土 (6層 )が堆積する。

遺物の出土状況 遺物は 8層下部 と9層 か ら、縄文前期末～中期初頭の上器、黒燿石の子J片が出上 した。

膚

層

群騨 序

∞ゾ1黒 褐色土 (炭化物少)  2暗 褐色±   3暗 ～黄褐色土 (ロ ームプロック多)

4黒 褐色土 (炭化物少)  5暗 ～黒掲色±   6黒 褐色±   7暗 ～黒褐色土 (炭化物少 )

8黒 掲色±   9暗 褐色土

B940000     =   全 940000      」⊆と     二堅940000  」⊆ビ

1暗褐色土 (炭化物少)

0               2m

第 4図 第 1号住居址 (1/60、 遺物1/3)
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出土土器か ら、本址は縄文前期末～中期初頭に帰属す ると考えられる。

第 2号住居址 (第 5図 。図版 9'10)

検出状況 本址は調査区の中央から東側、 E12グ リッ ドで確認された。南側で第27号土坑 と重複 し、北側

半分が調査区外にのびている。また、床面近 くまで耕作が及んでお り遺存状況は悪い。

遺構の構造 住居址の壁は耕作で削平されてお り、規模 と平面プランは不明な部分が多い。遺存する炉 と

周溝、柱穴の配置より橋円形に近い形状であったと考 えられる。床面から16基のピットが検出され、配列 と

深さからPl(20cm)。 P4(36cm)・ P5(44cm)。 P7(25cm)。 P ll(43cm)・ P14(37cm)の 6基が主柱穴に該

当する。かな り不規則に配置する。そのほかのピットは、比較的浅い状況であった。平面的には P ll・ P12、

北側の土層断面では P13が周溝 と重複関係にある。直接 ローム面を床 としているが、特に硬質な部分はない。

床面はこまかな凹凸が激 しく、炉を中心 とした主柱穴に囲まれた内部が若千低 くなる状況であった。炉 と思

われる 2か所の焼土は主柱穴に囲まれた中央部で確認 され、柱穴 との位置関係から、西側の焼上が主柱穴 と

対応する可能性が高い。東側の焼土は建て替えによるもの とも考えられるが、対応する柱穴は不明である。

炉の構造は、地床炉であったと思われる。覆土は、周溝・柱穴も含めて 4層 に分層された。西側の床面上に

ローム粒 を含有する暗褐色土 (4層 )、 周溝内に黄褐色土 (3層)と 暗褐色土 (2層)が堆積 し、住居址中央

部にローム粒 と若千の炭化物を含有する黒褐色土 (1層 )が埋 まる。 1層 には、少量の土器片が含有 してい

た。

遺物の出土状況 土器は覆土 とP8・ P16よ り若千出上 した程度であった。大半の上器は時期の判別が不可

能であったが、縄文前期末～中期初頭の上器片が認め られた。また、 P3・ P7・ P8・ P12よ り黒燿石の千J片、

炉址より石鏃が出土した。出土土器から、本址は縄文前期末～中期初頭に帰属すると考えられる。

P12′
′

′
′

/

ⅢⅢ=焼土

A940200

2暗褐色土

B939400

I      I′

939 400

丁
1暗 褐色土

(炭化物少 )(炭化物少)3責 褐色土 (ロ ームブロック多)

4暗掲色土 (ロ ームブロック多)

B′

o        5cm

―

D939300  」

!焼妙酌 鏃焼り
2赤褐色土 (被熱)      2赤 褐色上 (被熱)

E939400 =     二 939400 =

蜘 協)孔凡
「G    C′        H    H′

939 400                 939 400

(1)i暦脇)¬ア稲協)

_上 939400 J

V暗 褐伍 卿 叩

第 5図 第 2号住居址 (1/60、 遺物1/3)
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瞼
▼
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田
）
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第 3号住居址 (第 6図・図版H～ 13)

検出状況 本址は調査区の東側、 1号住居址と隣接するA16グ リッドで確認され、師岡平遺跡と接する遺

跡の東端に位置している。住居址は北西隅が調査区外にのびてお り、南側は水道管敷設のため破壊されてい

る。詳細な規模 と形状は不明である。

遺構の構造 住居l■Lの全容を把握できなかったため平面プランは不明な部分が多いが、調査 した範囲から

すると、直径250cmの 円形及び不整円形を呈していたと考えられる。壁の立ち上がりは北側と東側が最も明瞭

であり、壁高は19.5～ 20.5cmを 測る。西側は耕作の影響で遺存状況が悪い。主柱穴や周溝、壁際をめ ぐる小

孔は検出されていない。唯一北東側でピット(Pl)が検出された。直接ローム面を床 としているが、床面に

硬質な部分はなく、全体的に軟弱で、若千の凹凸がある。炉は住居l■のほぼ中央で検出された。構造は土器

を直接埋めた埋甕炉で、幅58cmほ どの浅い掘 り方をもつ。炉体土器は底部を欠損し正位で埋設しており、土

器内にはブロック状の焼上が多量に遺存していた。覆土は南北ベル トで 3層、東西ベル トで 2層に分層され

た。南北ベル トでは、ローム粒 と炭化物粒を含む暗褐色～黒褐色土がPlと 床面に堆積 し、中央部に黒褐色土

(1,2層 )が堆積する。

遺物の出土状況 埋甕炉の炉体土器は曽利H式である。床面より浮いた状態で縄文中期後半の上器が出土

した。また、

④

覆土より黒燿石の系」片が出土した。土器か ら、本址は縄文中期後半に帰属すると考えられる。

A940000

0               2m

B940500

1黒 褐 色土 (炭化物少 )

2黒 褐色土 (焼 土 炭化物少 )

3暗 ～黒褐色土 (炭化物少 )

赤褐色土 (焼土 炭化物ブロック少)

黒掲色土 (焼土 ,炭化物少)

黒褐色土 (焼土少)

黒褐色土 (焼土 .炭化物ブロック少)

暗～具褐色土 (焼土 炭化物少)

0                1m

l黒 色土

2暗 黄褐色土

3黒 褐色土 (炭化物少 )1   2

第 6図 第 3号住居址 (1/60、 遺物1/6)

2.方形柱穴列

調査区の東側では、ほぼ垂直に掘 り込まれてかなりの深さをもつ円形の柱穴が方形に並ぶ遺構が 2基確認

された。調査時では、覆土が削平された住居址の主柱穴及び方形柱穴列 を想定 したが判断できなかった。 し

かし、炉址及び他の柱穴が確認されないことから、「方形柱穴列」と認定 した。なお、調査区内で 2基が近接

して確認されたことと主軸がきわめて酷似することから、同時に存在 していたと考えられる。

第 1号方形柱穴列 (第 7図 。図版14～ 18)

本」lLは 、調査区中央部か ら東側、 D13・ 14グ リッドで確認された。約50cmの 間隔をおいて東側には 2号方

形柱穴列があ り、両者はかなり近接する。なお、 2号方形柱穴列 とは基本的に主軸が一致する。

検出状況 本址は、北より35° 東に振る主軸で、南西一北東方向に長軸をもつ長方形の平面プランを呈 して

∩lol
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0               2m

⑤

止

陣

照
〓
３ ◎推

|ぽ

1暗 褐色土

2暗 褐色土

3暗 褐色土

4暗 褐色土

5暗 褐色土

6暗 褐色土

(ロ ームブロック多)

(ロ ームブロック多)

溝 1

1暗 褐色土 (炭化物少 )

2暗 褐色土

3暗 褐色土

皇 940200

∞
、

A′

-940 400

1暗褐色土 (炭化物少)

2暗～責褐色土

3暗褐色土

第 7図 第 1号方形柱穴列 (1/60)

いる。本址に帰属する柱穴は 3基検出され、Plと 対応する柱穴が調査区外に存在すると考えられる。周辺の

遺構 との直接的な重複関係はないが、柱穴が方形に囲む内部を溝 1が切っている。

遺構の構造 本址は、北より35°東に振 る主軸をもち、南西―北東方向に長軸 をもつ長方形の平面プランを

呈 している。確認された柱穴は 3基であるが、調査区外に南西側の Plに対応す る柱穴が存在すると思われ

る。遺構の全容は把握されていないが、柱欠の配列からすると、Plが長辺の中心 とな り6基で構成された遺

構 と考えられる。柱穴の深さは、 Plは 61cal、 P2は 72cm、 P3は 68cmを 測 り、 2号方形柱穴列 と同様、東側の

柱穴が若千深い傾向がある。さらに、柱穴は遺構の長辺方向に長い隅九長方形を示 し、P2と P3の底部は長方

形に近い形状である。掘 り方は、垂直に近い立ち上が りをもち、底部はほぼ水平に近い。柱穴の上層堆積状

況は、ロームブロックを含む暗褐色土等により埋められてお り、 Pl,P2で柱痕が確認された。 P3では、ロ

ームブロックを多量に含む暗褐色土を埋めて柱 を固定 した状況が確認された。なお、柱穴に囲まれた内部に

は硬化 した面等は見られなかった。出土遺物はなく本l■の時期は不明であるが、構造 と周辺での類例から縄

文後期に帰属する遺構 と考えられる。

第 2号方形桂穴列 (第 8図・図版 14・ 19～ 21)

検出状況 本llLは 、調査区中央部 よりやや東側のD14グ リッドで確認された。西側には 1号方形柱穴列が

ある。

遺構の構造 本址は、北より29°東に振 る主軸をもち、南西―北東方向に長軸 をもつ長方形の平面プランを

呈 している。 Pl・ P4は 溝 1と 、 P3は 59号土坑 と重複する。本址 と58号土坑は直接的な重複関係はない。本

址は南側が調査 されたにす ぎず、北側の調査区外にのびている。 したがって、遺構の全容は把握さんていな

いが、柱穴の配列からするとP2・ P3を 中心 として 6基の柱穴で構成されていた遺構 と考えられる。柱穴の深

-11-



卜③
D940200

1暗～黒褐色土 (ロ ームブロック多)

2黒褐色土

3暗褐色土 (炭化物少)

4暗褐色土

ど≧940600  =

一

耕 作土

Φ
卜
〇

卜
〇
〇

生 940500

遺物1/30)

1暗褐色土

(ロ ームブ
ロック多)

F′

1_黒褐 色 土 (炭化 物 少 )

2黒 褐 色 上

3暗 黄 褐 色土

(ロ ー ム ブ ロ ッ ク多 )

4暗 褐 色土

5黒 褐 色 上

(ロ ー ム プ ロ ッ ク多 )

6暗 責 褐 色土

(ロ ー ム ブ ロ ッ ク多 )

F940200
ｏヨ
ｏぶ
刊

功ウ「
G′

曝
三 940400

鷺ガ
Pと 出土

0        5 cm

―

P4

0              2m

第 8図 第 2号方形柱穴列 (1/60、

さは、 Plは 86cm、  P2は 90Cm、  P3は 94cm、  P4は 95cmを 預Jり 、東狽」のものが若千深い傾向がうかがえる。な

お、 Pl・ P4が溝 1で壊され、 P,・ P3は 半分が調査区外である。柱穴の詳細な規模は不明であるが、90cmほ

どの規模であったと思われる。掘 り方は、垂直に近い立ち上がりをもち、底部はほぼ水平に近い。柱穴の上

層堆積状況は、ロームブロックを含む暗褐色土等により埋められており、柱痕が確認された P3では黒褐色

土・暗褐色土等の水平堆積が認められ、柱を固定 した状況がうかがえた。柱穴に囲まれた内部には、硬化 し

た面等は見られなかった。遺物は、Plよ り縄文前期末～中期初頭の上器片が出上しているが、本址の時期は

1号方形柱穴列 と同様、縄文後期に帰属する遺構 と考えられる。

3.落 し穴 (第28・ 29,30・ 31・ 32・ 38。 40。 46・ 57号土坑)(第 9図・図版22～ 32)

調査では、64基の土坑が検出された。そのなかで、平面プランと断面形及び属性から縄文時代の落し穴と

考えられる遺構が 9基確認された。これら落し穴の平面プランには、円形と方形の 2種類があり、方形のも

のは調査区東端から中央部に分布し、特にE9・ 10グ リッドで密集する状況が確認された。落し穴の主軸で

は、28号土坑 と57号土坑が異なるが、ほかは基本的に一致している。また、円形のものは調査区中央と東側

に分布 し、方形のものと分布域が異なる状況である。したがって、本遺跡には分布域が異なる円形 と方形の

落し穴が存在 しており、方形のものは配置と主軸から2群に分けることができる。両群 とも尾根 を横断する

形で配置している。

第28号土坑 本址は、D■・E■ グリッドに位置する。平面プランは楕円形を呈 し、長径246cm・ 短径200

cmを 測る。遺構の長軸はほぼ東西方向を示 し、N88°一Eの主軸である。断面形は、底部からほtゴ垂直に立ち

上が り、中段より広がる特徴をもつ。底部までの深さは107cmを有する。なお、本上の南西側を除 く3か所の

隅には、クイ等を打ち込んだ形跡と推定される小孔が確認された。底部は、長径115cm・ 短径37cmを測 り、長
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端が若千突出し中央部が狭 まる分銅形を呈する。坑底には、ほぼ中央部に 2基の周督しがある。小孔は約25cm

の深さをもち、逆茂木を付設した際の掘 り方と考えられる。土層の堆積状況は、底部 と壁際にローム層 を基

調 とした暗～責褐色土 と多量のロームブロックを含有する暗褐色上が堆積 し、上部に炭化物粒が散在す る黒

褐色土が堆積する。遺物は、黒燿石の崇J片が 3点出上 している。

第29号土坑 本址は、調査区中央部のE10グ リッドに位置する。平面プランは隅丸長方形を呈し、長径 164

cm・ 短径108cmの 規模 を有する。長軸は北西一南東方向で、N55°一Wの主軸を示す。本l■は、48号土坑 と重複

関係があ り、土層断面では、本址が切 られる状況が確認されている。検出面から底部までは54帥の深さがあ

り、断面形は底部か らほぼ垂直に中段付近で広がる形状である。底部は、長径 130cm・ 短径56cmの分銅形で、

中央部に小孔が 1基存在する。小孔は19cmと 比較的浅いものの、逆茂木を付設した際の掘 り方と考えられ る。

上層の堆積状況は、壁際に多量のロームブロックを含有す る暗～責褐色上が堆積 し、中央にロームブロック

と炭化物粒 を含む黒褐色土が堆積 している。出土遺物はなし。

第30号土坑 本址は、調査区中央部のE9。 10グ リッ ドに位置する。約50cm東側には29号土坑、130cm】ヒ側

には31号土坑があ り、本l■ は落 し穴が近接 して密集するなかで最 も南側に位置する。平面プランは、近接す

る29号土坑 と同様、隅九長方形で長径 170cm・ 短径87cmの 規模 を有する。東西方向に長軸をもち、主軸はN―

72° 一Wを示す。検出面から底部までは67cmの深さがあり、断面形は底部か らほぼ垂直に立ち上が り、中段付近

から広がる形状である。底部は、長径 127cm・ 短径45cmの 長方形で、中央付近に 2基の小孔が検出された。小

孔の深さは43cmと 34cmで、西側が若千深い状況である。この刈詈しは、底部の形状から逆茂木を付設する際の

掘 り方 と考えられる。土層の堆積状況は、底部に硬質な暗褐色上が薄 く堆積 し、壁際にローム基調の黄褐色

上、上部にロームを多量に含有 した黄褐色土 と黒褐色上が堆積 している。出土遺物はなし。

第31号土坑 本址は、落 し穴が密集するE9・ 10グ リッドに位置し、約15cmの 間隔をおいて北側には 2号

土坑が近接する。周辺の遺構 との重複関係では、東西に走る溝 1に 切 られている。平面プランは、東西に長

軸をもつ長方形で、長径 141cm・ 短径126cmの規模 を有する。主軸はN60°一Wを示 し、近接する落 し穴 と酷似

する。検出面から底部 までは36cmの 深さがある。断面形は、南側の一部は溝 1に切 られているが、底部か ら

ほぼ垂直に立ち上が り、中段付近で広がる傾向が見られる。底部は、長径 11lcm・ 短径81cmで、長辺の中央部

がやや内側に狭 まる長方形を示 している。本址でも底部か ら 2基の小孔が検出され、21～ 23cmの深 さをもつ。

この小孔は、底部の形状から逆茂木を付設する際の掘 り方 と考えられる。土層の堆積状況は、ロームブロッ

クを含有する暗褐色土が堆積 していた。出土遺物はなし。

第32号土坑 本址は、E9・ 10グ リッドに位置し、31号土坑 ときわめて近接する。遺構の北側が調査区外

にのびているが、平面プランは、東西に長軸をもつ隅九長方形 と考えられ、長径 171cm・ 短径 115cm(推定 )

の規模 を有する。主軸はN74°―Wを示 し、近接する30。 31号土坑 と酷似する。検出面から底部 までは62cmの

深さがあ り、断面形は底部からほぼ垂直に立ち上が り、中段付近から外側に広がる特徴がある。底部は、長

径 132cm・ 短径57cmの 長方形を示 し、坑底から 2基の小孔が検出された。 2基 とも30cmの深さをもち、底部の

形状から逆茂木を付設 した際に掘削した掘 り方 と考えられる。土層の堆積状況は、壁際と底部にロームを基

調 とした硬質の黄褐色上が堆積 し、上部に炭化物粒 を含む暗褐色上、最上層に黒褐色上が堆積 している。 出

土遺物はなし。

第38号土坑 本址は、調査区東側のD13グ リッ ドに位置 し、落 し穴が密集 した場所から離れて単独で存在

する。本 l■は東西に走る溝 1と 重複関係がある。平面プランは円形で、直径151～ 154cmの規模 を有する。検

出面から底部までは105cmの 深さがある。底部はほぼ平坦で、長径 33cm。 短径28cmで中央部が内側に狭 まる隅
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九長方形を示す。本址は円形であるが、低部の形状からN55°―Wの主軸を導き出すことができる。断面形は

基本的に円筒形で、底部からほぼ垂直に立ち上が り、中段付近から外側に広がる特徴がある。底部から刻¶し

は確認されていない。上層の堆積状況は、底部から中段付近までローム基調の硬質の黄褐色上が堆積し、そ

の上部に暗褐色上が堆積する。出土遺物はなし。

第40号土坑 本址は、調査区中央部のE9グ リッドに位置する。平面プランは東西に長軸をもつ隅丸長方

形で、長径180cm・ 短径82cmの 規模を有する。主軸はN62° Wで、近接する落し穴と基本的に一致する。断面

形は底部からほぼ垂直に立ち上が り、中段付近から外側に広がる形状である。底部はほぼ平坦であり、長径

146cm・ 短径39cmを測る。底部は、長方形に酷似 した形状であるが、長辺の隅が突出し、中央部が内側に狭ま

る分銅形を示している。北 。南側の壁が狭まった中央部で、 2基の刻弩しが検出された。小孔は23～ 29cmの深

さをもち、底部の形状から逆茂木を付設した際に掘削した掘 り方と考えられる。土層の堆積状況は、ローム

ブロックを含有する暗褐色土が堆積 し、上部の凹みに黒褐色上が堆積する。出土遺物はなし。

第46号土坑 本l■は、調査区中央部よりやや西側のE8・ 9グ リッドに位置する。周辺の遺構 との重複関

係では、東西に走る溝 1に 切られていることが明瞭に確認されたが、本址 と溝 1底部で確認された89号土坑

との新旧関係は不明である。平面プランは、基本的に円形であるが、隅丸方形にも酷似する形状で、長径212

cm・ 短径191cmの規模を有する。調査区中央のE9。 10グ リッドで見られた方形プランの落し穴が密集するグ

ループより、若千西側にはずれる。規模 と形状から、38号土坑 と同形態の落 し穴と認識できるが、構造的に

本址の中段より上部にテラス状の平坦部が存在する点で相違′ミが見られる。検出面から底部までは151cmを測

り、落し穴のなかで最 も深さをもつ遺構である。底部はほぼ平坦で、形状は長径61帥 ・短径50cmの長方形を

示す。本址の平面形は円形であるが、底部の形状からN62°一Wの主軸を導き出すことができる。断面形は、

基本的に円筒形で、底部からほぼ垂直に立ち上が り、中段付近から外側に広がる特徴がある。底部から河詈L

は確認されていない。上層の堆積状況は、中段付近までローム基調の責褐色上が堆積 し、上部の壁際に暗褐

色土、凹み状となった最上部に黒褐色上が堆積する。出土遺物はなし。

第57号上坑 本lr_は 、調査区西端の F2・ 3グ リッドに位置する。平面プランは隅九長方形で、長径164cm・

短径91cmの規模をもつ。主軸は、N59° Eで、調査区中央に分布する方形の落し穴と異なる方向を示してい

る。このことから、方形プランの落し穴は、調査区西端と中央部の 2群が存左 しているものと考えられる。

検出面から底部までは57cmの 深さをもち、断面形は、底部からほぼ垂直に立ち上がり、中段付近から外側に

広がる形状である。底部はほぼ平坦で、長径140cm・ 短径73cmを測る長方形であるが、長辺の四隅が若千突出

する傾向がある。坑底からは 2基の小孔が検出された。小孔は、南西側は34cmの 深さがあり、北東側はやや

浅 く、深さに異なりがあるが、 2基 とも逆茂木を付設した際に掘削した掘 り方 と考えられる。上層の堆積状

況は、壁際にローム基調で硬質の暗～責褐色土、遺構の中央部に責褐色上が堆積する。その上部に黒褐色土

が堆積する。出土遺物はなし。
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4.土 坑 (第 10。 ■・12。 13・ 14図、図版33～ 41)

今回の調査では多くの土坑が検出された。大半の上坑では遺物の出土がなく、時期決定が困難なものが夕

い。しかし、竪穴住居址・方形柱穴列の存在から基本的に縄文時代に帰属すると考えられる。これらには、

規模・形状、覆上の堆積状況等に相違が見られ、多種多様な土坑の存在がうかがえた。これらの上坑につい

ては属性に起因して分類を行い、本項では各類型ごとに報告する。これはあくまでも属性分類であり、各類

型がかならずしも遺構の性格を示 しているわけではないことを明記しておく。なお、89・ 90。 91・ 92・ 93号

土坑は、近代の遺構であるが、土坑 としてここで併せて述べる。

第 1群 平面プランが基本的に円形の上坑群である。規模 と断面形状により4類に分類することができる。

1類 (第 2・ 3・ 4・ 38・ 58・ 88号土坑)平 面プランが円形で、構造的にはしっか りとした掘 り方をも

つ土坑である。底部は平坦で、明瞭な中段がなく検出面まで緩やかに立ち上がる断面形状である。覆土は数

層に分層され、基本的に人為的に埋め戻された土層堆積状況を示 している。なお、58号土坑では覆土中に礫

が混入しており、土器片が含まれている覆土最上部では焼土粒が多量混入した層と被熱により赤褐色化 した

層が確認されている(調査では、焼土址 1と して記録)。 土坑が埋没する過程での二次的な利用があったもの

と推測される。遺物の出土状況は、 2号土坑と3号土坑より前期末の上器片、 4号土坑 (1点 )よ り黒燿石

の象J片、58号土坑の焼土面より縄文前期末～中期初頭と中期後半の上器片、さらに黒燿石の崇」片 (7ッミ)が

出土している。

2類 (第 1,7・ 8・ 33。 94号土坑)平 面プランが円形で、構造的にはしっか りとした掘 り方をもち、

壁はほぼ垂直に立ち上が り中段付近で広がる土坑である。覆土は数層に分層され、土層堆積状況は、 1号仁

居址と重複関係にある94号土坑が単一層で、ほかの上坑は底部に硬質な暗褐色上が薄 く堆積 し、壁際には壁

の崩落と思われるローム基調の層が堆積する。凹み状 となった部分に埋め戻 したと思われるロームブロック

等が含有する暗～黒褐色土が堆積 している。遺物は、 1号土坑より縄文前期末の上器片と黒燿石の子」片、 7

号土坑より縄文前期末の土器片、33号土坑より縄文前期末の上器片 と黒燿石の象」片が出土している。

3類 (第 13・ 15・ 26・ 39号土坑)平 面プランが円形で、 1・ 2類のような深さを有する土坑ではなく、

掘 り方が浅いもの。底部はほぼ平坦で、壁は底部から緩やかに立ち上がる状況で、15号土坑では小孔が確認

されている。上層堆積状況は、壁際に崩落と推定されるローム基調の層が堆積する土坑もあるが、基本的に

単一層である。なお、平面形を基準として分類したため、26号土坑を本種に含めたが、一部でフラスコ状を

呈する断面形状が見られ、土器片が比較的多く出上している。かかる属性から、 I群 2類に該当する土坑の

上部を削平された可能性が高い。遺物は、15号土坑より縄文前期末の上器片、26号土坑より前期末の土器 と

黒燿石の崇J片が 9点出上している。

4類 (第27号土坑) 平面プランが円形で、 1類 。2類 と比べて規模が小さいが、構造的にはしっか りと

した掘 り方を有 し、断面形がフラスコ状を示す土坑である。上層堆積状況は、底部に炭化物が混在する暗褐

色土、上部にロームブロックが含有する暗褐色土が堆積 し、人為的に埋め戻された可能性が高い。本種に該

当する土坑の性格については、断面の形状 と覆上の堆積状況より、貯蔵穴との推定がされよう。遺物は前期

末の土器片が出土している。

第 ‖群 平面プランが方形もしくは楕円形の上坑群である。規模 と形状により、 5類に分類できる。

1類 (第 21・ 47号土坑) 平面プランが方形で、H群のなかで最 も規模が大きく、掘 り方が比較的浅い土

坑である。底部は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる状況である。覆土は数層に分層されたが、自然堆積を思

わせる土層堆積状況を示 している。
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2類 (第 19・ 22・ 25・ 59。 87号土坑) 平面プランが隅九方形で、 1類 より若千規模が小さく掘 り方が浅

い土坑である。底部には、こまかな凹凸があるがほぼ平坦で、19。 22号土坑は小孔を伴っている。断面は、

底部から緩やかに立ち上が り、上面でやや開 く傾向がある。土層堆積状況は、黒褐色土及び暗褐色土が埋ま

る単一層を示してお り、調査区南壁にかかった22号土坑は、 2層に分層された。遺物は、19号土坑より縄文

土器片、25号土坑より中期初頭の上器 と黒燿石の手」片、59号土坑より前期末の無文土器が出土している。

3類 (第 5。 6・ 12。 14・ 41・ 44・ 51・ 53・ 69・ 76・ 86号土坑) 1・ 2類 よりさらに規模が小さい土坑

で、平面プランが楕円形もしくは隅九方形を示し、掘 り方が浅い。土層堆積状況は、基本的に単一層である

が、14・ 53号土坑で壁際の崩落土等、自然堆積を思わせる状況が確認されている。遺物は、14号土坑より縄

文土器片、76号土坑より縄文前期末～中期初頭の上器片、76号土坑より黒燿石の崇U片が 1′ミ出土している。

4類 (第 48。 70号土坑) 3類 と同規模で、平面プランは方形が基本の上坑である。構造的にはしっか り

とした掘 り方を有し、底部が平坦を示す。断面は円筒形で、壁は底部からほぼ垂直に立ち上がり、中段付近

から外側に開く特徴がある。底部 と中段は、基本的に方形である。土層堆積状況は、70号土坑は不明である

が、48号土坑はロームブロックが分量混入している暗褐色土が覆上の大半を占めており、上部に黒褐色上が

堆積する。

5類 (第 10。 45・ 50・ 55・ 61・ 73・ 74・ 95号土坑) 3・ 4類 と同規模で、平面プランが隅丸長方形を示

す土坑である。基本的に掘 り方は浅いが、61・ 95号土坑のように、底部が平坦でしっか りとした掘 り方をも

つものである。したがって、61・ 95号土坑は別な扱い方ができる可能性 もある。上層堆積状況は、基本的に

単一層で、61号土坑はロームブロックを夕量混入する暗責褐色土 (2層 )と わずかに炭化物粒を含む暗褐色

土 (1層)が堆積する。 1層 は柱痕の可能性が高 く、 2層 は柱を支えるための層と考えられる。95号土坑は

底部から中段上部まで粘性 と締まりがある暗褐色上、上部に黒褐色土が堆積する。遺物は、45号土坑より赤

色塗料のある縄文中期後半の上器片、61号土坑より縄文土器片、黒燿石製の石鏃 と手J片が各 1点出上してい

る。

第 111群 (第 17・ 18・ 54・ 56号上坑) H群 1類よりやや小規模である。平面プランは不整形を示し、掘 り

方が浅い土坑群である。上坑の底部には、こまかな起伏があり平坦なものは少ない。壁は、緩やかに立ち上

がり、上面付近でやや開 く傾向がある。覆土は数層に分層され、17号土坑を除き自然堆積を思わせる状況で

ある。

第Ⅳ群 (第 9。 11・ 16・ 23・ 24。 34・ 35。 42・ 62・ 72・ 75・ 77・ 85・ 89・ 90。 91・ 92・ 93号土坑)本 遺跡

のなかで最も小規模なピット状の土坑である。平面プランは、円形及び隅丸方形で、掘 り方は浅 く、断面形

が皿状を示すものが基本的であるが、16・ 23・ 77号土坑のように、ある程度の深さをもつものもある。16号

土坑は、底部が平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上が り、中段付近から外側に開く特徴がある。なお、89・ 90。

91・ 92・ 93号土坑は、溝 1の南側 と接するもしくは重複する形で一定間隔で配列する特徴がある。溝 1と の

重複関係は不明であるが、覆土よりほぼ同時期の遺構 と類推され、溝 1を掘削する際に木等を立てる目的で

掘られた穴と考えられる。覆土は、 2層 に分層される。中段付近までロームブロックと暗褐色上が温合 した

層、上部に黒褐色上が堆積する。23号土坑は、断面が円筒形を示 し、覆土は底部にロームブロックと黒色土

が混合 した層、上部に黒褐色土が堆積 している。77号土坑は、検出面から底部まで76cmの 深さをもち、断面

形は柱穴状を示す。覆土は、黒褐色土の単一層である。そのほかの土坑は、黒褐色土 (9。 11・ 62・ 72・ 75。

85号土坑)、 暗褐色土 (42号土坑)、 暗～黒褐色土 (34・ 35号土坑)の単一層である。遺物は、 9号土坑より

縄文中期初頭の土器片、35号土坑より石英が 1点出土している。

―-17-―



遺物出土状況 と土層堆積状況 土坑の覆土から遺物の出上が少ないが、遺物が検出されたものを見ると、

円形を示 し底部が平坦でしっか りとした掘 り方をもつ 2・ 58号土坑 (I群 1類)と 27号土坑 (I群 4類)か

ら縄文前期末の上器片、 1・ 7・ 8・ 33号土坑 (I群 2類)か ら前期末～中期初頭の土器片、58号土坑 (I

群 1類 )よ り中期後半の上器片が出上 している。これ らの上坑では、覆上が数層に分層され、 7号土坑では

埋め戻 しの際に、 1・ 33号土坑は自然に埋没する過程で流入 したものと思われる。なお、58号土坑では覆土

最上層から焼土面が確認されてお り、遺物はこの二次的な利用に伴 うものである。さらに、掘 り方が浅 い15

号土坑 (I群 3類)でも前期末の上器が出上している。Ⅱ群では、19号土坑 (H群 2類)と 76号土坑 (H群

3類)よ り前期末～中期後半、25号土坑 (H群 2類)よ り中期初頭、45号土坑 (H群 5類)よ り赤色塗料の

ある縄文中期後半、19号土坑 (H群 2類)よ り縄文中期後半の上器が出上 している。単一層の上坑が多 く、

人為的埋没か自然埋没かは判断できない。Ⅳ群では、 9号土坑 より中期初頭の上器片が出土 している。

以上の出土遺物から、19・ 45。 58号土坑は中期後半に、 1・ 2・ 3'7・ 9。 15。 25・ 27・ 33'43'76号

土坑は前期末～中期初頭に帰属するものと考えてよかろう。なお、本遺跡の土坑は後者のものが多いことか

ら、遺物が出上しなパ大半の上坑は、縄文前期末～中期初頭に帰属する可能性が考えられる。

上坑の性格 土坑は基本的に「穴」であり、その用途により掘削方法と形状に差異が生じていると考えら

れる。調査で確認された上坑について、ここでは大雑把に 4分類が可能であったため、類型から土坑の用途

を考えてみたい。本遺跡で特徴的な土坑 として、構造的にしっか りとした掘 り方をもつ I群がある。 I群 2

類に代表される円形の上坑は、壁は平坦を示す底部からほぼ垂直に立ち上が り中段付近で開く特徴 と、覆土

が数層に分層される状況から、構造的に卓越している。これらの上坑と、上部が削平された円形の上坑 (I

群 3類)と フラスコ状の断面を示す I群 4類が、縄文前期末～中期初頭の所産であることから、用途的には

貯蔵穴・ゴミ穴が想定される。上記以外の土坑については、属性から用途を想定することは困難である。今

後、縄文前期末～中期初頭に帰属する「穴」としての検討が必要であろう。
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第 2節 近代の遺構

1.溝 址 本遺跡は、師岡平遺跡の西側に隣接する尾根の先端に立地する。今回、遺跡の東端から先端に

建立されている威力不動尊に向かう道路下を調査 した結果、調査区中央に沿う形で、師岡平遺跡から尾根の

先端に向かう溝が 1条確認された。

第 !号溝址 (第15図・図版42・ 43) 本址は、D15～ Flグ リッドに位置する。威力不動尊の近辺は、道

路建設の際に削平を受けており、すでに遺存していない部分がある。周辺の遺構 との重複関係は、 1・ 2号
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方形柱穴列 と17・ 25。 27・ 31・ 38。 46・ 47・ 48・ 69・ 90・ 91。 92号土坑を切る状況が確認されている。本遺

跡のなかで、最 も新 しい遺構である。溝址の規模は、上端幅35～ 40cm・ 下端幅29～ 33cmを 測 る。溝の上部が

耕作で削平されているが、最 も遺存状況が良い東側では62cmの 深さをもっている。断面の状況は、底部から

ほぼ垂直に立ち上が り、中段付近でやや外側に開 く傾向が見られる。底部に狭い逆台形状の四みがつ くられ

ている点に特徴がある。この凹みは、上端幅 9～ 14帥・下端幅 7～ 10cmを測 り、底部か ら 5 cmほ どの深さを

もっている。遺跡が立地する尾根は、東側 (師岡平遺跡側)か ら尾根先端の西側 (威力不動尊側)にかけて

傾斜 しているため、本址 (底部)も 同じ傾斜 を示 している。調査では、掘削後、溝の底部に比較的偏平な礫

を敷き詰め、上部にロームブロックが夕量混入

した暗褐色土を埋めた状況が確認されている。

礫は、交差するように並べてあり、隙間には小

礫 と粘土を詰めた状況が確認されている。 した

がって、礫により底部の凹みは完全に隠れ、礫

上部に埋めた上が入 り込まないような配慮をう

かがうことができる。 ど町みからイよ、 フに質部は検

出されず暗褐色土が埋没した状況であったが、

ローム層を深 く掘 り込んでいる関係で、底部は

かなり硬質である。出土遺物では、礫上部の層

から「明治九年」銘が判読できる一銭銅貨 と黒

耀石の手」片が確認されてお り、本址 を明治年間

の構築物 と考えることができる。本址は、師岡 ~

平遺跡 (7区 )でも確認されている。検出範囲

からすると、現在見ることができる一本松付近

から、調査区西端のFlグ リッドまで総延長380

mであったことが判明し、性格については凹み

と礫の存在から、東側から西側にかけて流水 さ

れていた水路の可能性が高い。

本遺跡の立地する尾根の先端には、甲斐の駒

ヶ岳を開山とする威力不動尊が建立されている。

不動堂は、文政年間に現在の威力不動尊の道下

に建立されていたものが、明治20年 に現在の位

置に修築され、昭和 3年に火災で焼失 し翌年に

再建 されている②。修築以前の不動堂 を、現在の

石段 (登 り口)付近に想定すると、本溝址 を西

側に延長 した場所 ときわめて一致 し、時期的に

も威力不動尊 との密接な関連性が指摘できる。

地元に記録 (文献)がなく、推測の域 を脱 しな

いが、威力不動尊に設置された水盤に水 を引 く

遺構であったと考えられよう。
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第Ⅳ章 結

威力不動尊東遺跡のある尾根状台地の先端には威力不動堂がある。威力不動堂の開基は延命行者 (威力不

動尊)である。『駒ヶ嶽開山威力不動尊由来記』。)に よると、延命行者は名前を小尾権二郎といい、上古田村

の人で生年は寛政8年 (1796)と いう。彼は修験道を修得 し、大願をたてて甲斐国駒ヶ岳に登 り開山となる。

開山となったのは文化13年 (1816)6月 であった。その後、甲斐・武蔵・相模などから分くの信徒を得て、

文政 2年 (1819)正 月15日 に遷化 した。延命行者の墓は威力不動尊東遺跡と師岡平遺跡の間の道を南側に降

りていったところにあるという。実際に行 くと祠が数基、塚の上に立っているのがわかる。

地元の人々に話を聞 くと、現在でも山梨方面に威力不動尊の信者が多くいるそうで、かなり熱心に崇敬 し

ているという。今回の発掘で出上した溝址は、信者の人々の熱烈な信仰心から造られたものであろうか。地

元にはこの溝址に関する文献は全 く残っていないそうで、誰が何の目的で造ったかは知る由もない。

来跡された地元の古老の話では、子供の頃に威力不動堂に水が湧いていて、その水を飲んだことがあると

のことであった。も1´ かしたら、その水を引いたのがこの溝址であったのではないか。第Ⅲ章第 2節にもあ

るとお り、溝l■Lは 師岡平遺跡内の一本松付近から引かれてお り、回場整備事業が行われるまでは一本松付近

から湧き水が湧いていたので、この湧き水を利用した水道であったのではないかと思われる。このような近

世から近代にわたる在地の信仰の一端を物語る遺構は、信仰 を考える上で非常に貴重な資料であると感 じた。

古田地区における県営圃場整備事業が平成 6年度から行われ、大泉山西側付近一帯の遺跡の状況がわか り

つつある。特に縄文時代の落し穴は、上の平・久保御堂・師岡平のすべての遺跡で検出されており、大泉山

西側は広範囲にわたって狩猟域が形成されていたことがわかった。久保御堂・師岡平遺跡と共通する落 し穴

であるため、同一集団による狩猟域の想定もできよう。また、威力不動尊東遺跡では、縄文時代前期末葉か

ら中期初頭と、中期後半の集落も検出された。

以上のような遺跡の広がり方から、威力不動尊東遺跡の範囲は、威力不動堂のある遺跡の先端部にまで及

ぶ可能性がある。

しかし、今回の発掘調査では同遺跡のほんの一部を発掘 したのみである。また、この集落が師岡平遺跡 7

区の縄文時代前期末から中期初頭の集落の一部分にすぎず、師岡平遺跡の整理作業がほとんど進んでいない

ため、ここで分くを語ることはできない。課題として、師岡平遺跡の成果とともに再度考察しなければなら

ない。
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図版  1

(1)遺跡航空写真 (東 より) 修)遺跡航空写真 (南西より)

遺跡航空写真 (東 より) 14)調査区全景 (第 58号土坑付近、南西より)

(動 調査区全景 (方形柱穴列付近、東より) (6)調査区全景 (第 38号土坑付近、南西より)
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